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原油価格（2003～16年）
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原油価格（2015～16年）

原油相場の現状（2015年12月～）（1）

１．2015年12月～2016年2月半ば前後：原油
価格下落基調：2016年2月11日にはWTIで
1バレル当たり26.21ドルの終値→2003年
5月6日（終値：25.72ドル）以来13年弱ぶり
の安値
（主な下落要因）

①OPEC総会（2015年12月4日）で原油生
産上限設定見送り→失望売り発生
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原油相場の現状（2015年12月～）（2）

（主な下落要因）（続き）
②冬場後半の石油不需要期（峠を越えつ

つある暖房需要期）
③暖冬による暖房用需要不振
④根強い米国原油生産
⑤高水準のOPEC原油生産
⑥記録的な在庫水準→供給過剰感醸成
⑦イラン制裁解除（2016年1月16日）と

増産観測
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米国北東部気温
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米国留出油需要増減
（2015～16年、前年同月比）

7※2016年2～3月は速報値ベース 出所：米国エネルギー省データをもとに作成

米国石油水平坑井リグ稼働数と原油生産量
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2014年10月24日の週：1,262基

2016年4月15日の週：302基
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サウジ原油生産量（2012～16年）
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イラク原油生産量（2012～16年）
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UAE原油生産量（2012～16年）
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クウェート原油生産量（2012～16年）
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ロシア原油生産量（2012～16年）

※2016年4月以降は見通し
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原油先物価格差（2015～16年）



米国原油精製処理量（2015～16年）

15出所：米国エネルギー省

米国原油輸入量（2015～16年）

16出所：米国エネルギー省



米国原油在庫
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OECD諸国石油在庫
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原油相場の現状（2015年12月～）（3）

２．2016年2月半ば前後～4月半ば：原油価格
上昇基調：
（主な上昇要因）

①2月16日：サウジアラビア、ベネズエラ、
ロシア、カタールが会合（@ドーハ（カター
ル））を開催、2016年1月の原油生産量で
凍結する旨合意（他の主要産油国の合意
を前提）→OPEC及び主要非OPEC産油国
結束の兆し
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原油相場の現状（2015年12月～）（4）

（主な上昇要因）（続き）
②季節的な需給の引き締まり観測発生

（米国夏場のガソリン需要期接近）
③米国の金利引き上げ観測後退
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世界石油需給シナリオ（2016年①）
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世界石油需給バランスシナリオ（2016年） （単位：日量百万ﾊﾞﾚﾙ）

2015 1Q16 2Q16 3Q16 4Q16 2016

総需要 94.71 94.82 95.24 96.62 96.79 95.87

非OPEC生産 57.67 57.00 56.90 56.92 57.00 56.96

OPEC原油生産 32.05 32.58 32.70 32.70 32.70 32.67
OPEC NGL生産 6.68 6.77 6.82 6.88 6.94 6.85

総供給 96.40 96.35 96.42 96.50 96.64 96.48

在庫変動その他 1.69 1.53 1.19 -0.11 -0.14 0.61

出所：IEAﾃﾞｰﾀをもとに作成
*: OPEC産油国については第二四半期以降2016年1月の原油生産がその後も維持されるものと仮定、OPECにはインドネシアを含む
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OPEC及び主要非OPEC産油国による、
原油生産凍結に関する会合(1)

１．開催日及び場所：4月17日（日）@ドーハ
（カタール）

２．参加国：OPEC11加盟国（リビア、イランを
除く、また、イランはアルデビリOPEC理事
が出席（ザンギャネ石油相は欠席）する予
定であったが、直前に中止）及びロシア等
一部非OPEC産油国

３．当初合意案①：2016年10月1日まで、
各月の原油生産量につき、2016年1月の
原油生産量を超過しない
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OPEC及び主要非OPEC産油国による、
原油生産凍結に関する会合(2)

４．当初合意案②：2016年10月にロシアで再
度会合を開催、石油市場の状況につき協
議（10月20日？）

５．当初合意案③：産油国は石油市場状況
改善のための最善の方法につき協議を
進める

６．当初合意案④：当該合意は（今次会合に
参加していない）産油国にも参加の途が
開かれる
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OPEC及び主要非OPEC産油国による、
原油生産凍結に関する会合(3)

７．イラン：ウラン濃縮問題を巡り西側諸国
等により課されていた制裁前の水準
（日量約400万バレル）にまで増産したうえ
で、原油生産凍結協議に合流の意向→
今次総会は欠席

８．事前見通し：イラン（及びリビア）を除き
当初合意内容で主要産油国が合意の見
込み←一部産油国石油関連相が楽観視
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OPEC及び主要非OPEC産油国による、
原油生産凍結に関する会合(4)

９．しかしながら．．．：会合当日（4月17日）
午前にサウジアラビアが当初合意案を覆
す→イランを含めたOPEC全ての加盟国
の合意必要と主張（←ムハンマド副皇太
子の主張（4月16日報道）と一致）
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OPEC及び主要非OPEC産油国による、
原油生産凍結に関する会合(4)

10．協議の結果、今次会合において原油生
産凍結に関する合意は見送られることと
なり、6月2日に開催が予定されている
OPEC通常総会（於オーストリア・ウィーン）
まで協議を継続することに（必要に応じて
今次会合と同様の会合を開催）

11．原油市場への影響：失望売りは出たもの
の．．．
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短期的見通し(1)

１．夏場のドライブシーズン（2016年は5月
28～30日の連休（メモリアル・デー）から
9月3～5日の連休（レイバー・デー）に
伴うガソリン需要期に向けた製油所の
稼働上昇：原油購入活発化、原油価格
に上方圧力。

２．6～7月頃：夏場のガソリン需要に伴い原
油価格ピークか。但し原油価格上昇に
伴い米国シェールオイル増産観測が市
場で発生、価格を抑制へ。
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短期的見通し(2)

３．2016年後半以降の石油需給引き締まり
観測（←石油需要増加、OPEC・非OPEC
産油国原油生産量伸び悩みor緩やかな
伸び）→原油相場を底上げへ。

４．不透明要因：米国、中国経済減速と石油
需要鈍化観測、米国金利引き上げペース
の行方、イランの増産ペース。



世界石油需給（2015年）
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世界石油需給バランス（2015年） （単位：日量百万ﾊﾞﾚﾙ）

2014 1Q15 2Q15 3Q15 4Q15 2015

総需要 92.87 93.58 94.12 95.63 95.48 94.71

非OPEC生産 56.26 57.32 57.42 57.84 58.07 57.67

OPEC原油生産 30.98 31.16 32.21 32.44 32.39 32.05
OPEC NGL生産 6.50 6.59 6.66 6.70 6.76 6.68

総供給 93.74 95.07 96.29 96.98 97.23 96.40

在庫変動その他 0.87 1.50 2.17 1.34 1.75 1.69

出所：IEAﾃﾞｰﾀをもとに作成
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米国原油生産量（2011～16年）

※2016年4月以降は見通し



OPEC産油国原油生産状況
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出所：IEA

世界石油需給シナリオ（2016年②）
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世界石油需給バランスシナリオ（2016年） （単位：日量百万ﾊﾞﾚﾙ）

2015 1Q16 2Q16 3Q16 4Q16 2016

総需要 94.71 94.82 95.24 96.62 96.79 95.87

非OPEC生産 57.67 57.00 56.90 56.92 57.00 56.96

OPEC原油生産 32.05 32.58 32.47 32.47 32.47 32.50
OPEC NGL生産 6.68 6.77 6.82 6.88 6.94 6.85

総供給 96.40 96.35 96.19 96.27 96.41 96.31

在庫変動その他 1.69 1.53 0.96 -0.34 -0.37 0.44

出所：IEAﾃﾞｰﾀをもとに作成
*: OPEC産油国については2016年3月の原油生産量がその後も維持されるものと仮定、OPECにはインドネシアを含む



米国鉱工業生産（2014～16年）
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※前年同月比

中国購買担当者指数（PMI)
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世界経済見通し
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イラン原油生産量（2012～16年）


